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○ 国は平成２０年に続き、本年９月より環境モデル都市の公募を開始。
○ 本市は、他の電源立地地域や同等人口規模の自治体のモデルとなるような低炭素
都市を目指すべく、申請を行った。

１．環境モデル都市とは

（１）高い目標を掲げて先駆的な取り組みにチャレンジする都市。低炭素社会への変革を

都市を目指すべく、申請を行った。

進める地域活性化プロジェクトで、平成２０年に当時の福田内閣が実施。

（２）全国で１３都市を選定。地方中核都市としては、飯田市（１１万人）、帯広市（１７万人）

富山市（４２万人）、豊田市（４２万人）が選定。また小規模市町村としては、宮古島市富山市（ 万人）、豊田市（ 万人）が選定。また小規模市町村としては、宮古島市

（５．５万人） や水俣市（２．９万人）も選定。

（３）取組内容に関し、本年度の各都市の主要事業として、飯田市では太陽光市民共同発

電事業をモデルにした小水力市民共同発電 水俣市では農山漁村地域資源活用プロ電事業をモデルにした小水力市民共同発電、水俣市では農山漁村地域資源活用プロ

ジェクトに取り組んでいる。
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○市内を、１．ヤマ（山間部）、２．サト（農村部）、３．マチ（市街地）、４．ハマ（沿岸部）、５．シマ（島しょ部）に分類。
それぞれの地域における課題解決に向けた、エネルギーの需給関連の取り組みを実施する。

ギ○また、国のエネルギー政策も見つつ、電源立地地域の強みを活かした安価でかつ安定的な電力供給を行う環境の下、
次世代エネルギー関連企業の誘致を進め、地域のエネルギー需給バランスの確保を目指しながら一層の温室効果
ガス削減につなげていくことを目指す。

○ 基準年は２００９年。２０３０年の削減目標は同年比２０％、２０５０年の削減目標は同年比５０％を目指す。

全市内 サト（農村部）の取組事例
○再エネ、情報通信技術を活用し

た農産物生産プロセスの効率化
○農業用水等を活用した小水力発

ハマ（沿岸部）の取組事例
○洋上風力発電設備の導入に向け
た詳細調査

全市内での取組事例
○スマートハウスの導入
○住宅エネ管理システム端末
活用サービスの導入に向け

電の導入た実証実験
○公共交通スマート化に向けた

実証実験
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シマ（島しょ部）の取組事例
○電気自動車を導入した観光ルー

トの設定
○内燃電力と調和した再エネ導入
○潮力発電実証実験に向けた調査

マチ（市街地）の取組事例
○工場の排熱利用システムの確立
に向けた調査

ヤマ（山間部）の取組事例
○木質バイオマス活用等に関する

いりき

○木質バイオマス活用等に関する
データベースの構築

○地熱の活用可能性に関する調査
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